


1
安心のネットワーク

　
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
の
第
１
回
通

常
総
代
会
が
、
去
る
5
月
29
日
、
松
山

市
道
後
姫
塚
の
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
松

山
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
総
代
総
数
92
名
の
う
ち
、

91
名
（
本
人
出
席
80
名
、
書
面
出
席
11

名
）
の
出
席
と
、
関
係
機
関
よ
り
多
数

の
来
賓
を
迎
え
ま
し
た
。

　
本
宮
勇
組
合
長
の
あ
い
さ
つ
、
表
彰

に
続
き
、
来
賓
の
方
々
よ
り
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
後
、
議
長
に
、
近
藤
徹
也
総

代
を
選
出
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
の
旧
6
組
合
の
事
業
報

告
を
は
じ
め
、
1
組
合
と
し
て
初
め
て

と
な
る
事
業
計
画
や
収
支
予
算
書
等
、

提
出
さ
れ
た
10
議
案
は
、
慎
重
な
審
議

を
経
て
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
農
業
経
営
の
安
定
の
た

め
に
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※

総
代
会
と
は
、
組
合
員
の
代
表
で
あ
る

総
代
が
、
理
事
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
を

審
議
す
る
、
組
合
運
営
の
方
針
を
決
め
る

最
高
議
決
機
関
で
す
。

【
第
1
号
議
案
】

平
成
26
年
度
事
業
報
告
、
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
及
び
剰
余
金
処

分
（
不
足
金
処
理
）
案
承
認
の
件

【
第
2
号
議
案
】

平
成
27
年
度
事
務
費
賦
課
額
並
び
に
徴

収
方
法
承
認
の
件

【
第
3
号
議
案
】

平
成
27
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

案
承
認
の
件

【
第
4
号
議
案
】

損
害
評
価
会
委
員
、
家
畜
診
療
所
運
営

委
員
選
任
の
件

【
第
5
号
議
案
】

役
員
、
損
害
評
価
会
委
員
、
家
畜
診
療

所
運
営
委
員
、
損
害
評
価
員
、
共
済
部

長
報
酬
並
び
に
顧
問
料
承
認
の
件

【
第
6
号
議
案
】

特
別
積
立
金
取
崩
し
及
び
平
成
27
年
度

無
事
戻
し
支
払
い
の
件

【
第
7
号
議
案
】

余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
指
定
の
件

【
第
8
号
議
案
】

借
入
金
最
高
限
度
額
承
認
の
件

【
第
9
号
議
案
】

共
済
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

【
第
10
号
議
案
】

役
員
選
任
の
件

附
帯
決
議

平成27年度事業計画・予算／新役員紹介

［特集］

第1回通常総代会
第
1
回
通
常
総
代
会
終
わ
る

全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決

第
1
回
通
常
総
代
会
議
案
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事
業
計
画

予
算

［特集］

■平成27年度事業計画

■平成27年度予算

目標総共済金額 1兆1,238億円
── NOSAIは7つの事業で安心をお届けします ──

❶受取補助金
❷事業勘定受入
❸賦課金
❹受取利息
❺業務引当金戻入
❻前期繰越業務残金
❼退職給与金付加金収入
❽業務雑収入

53.6%

29.4%

6.8%

4.0%

2.0%

1.2%

1.0%

0.9%

0.6%

0.3%

0.1%

0.1%

0.0%

0.0%

77.4%

5.7%

4.0%

3.2%

2.7%

2.4%

1.1%

1.0%

0.6%

0.6%

0.8%

0.2%

0.2%

0.1%

0.0%

0.0%

❾損害防止収入
　修繕引当金戻入
　建設引当金戻入
　更新引当金戻入
　退給施設貸付受取利息
　前期防災事業繰延残金

農作物共済 ●面積 1,501,252 a

●頭数 69,945 頭

●面積 491,395 a

●面積 31,621 a

●棟数 5,302 棟

●棟数 85,940 棟

●台数 16,090 台   

●共済金額 8,801,379千円

●共済金額 2,533,102千円

●共済金額 10,649,557千円

●共済金額 136,675千円

●共済金額 3,877,763千円

●共済金額 1,077,367,550千円

●共済金額 20,403,180千円

家 畜 共 済
果 樹 共 済
畑作物共済
園芸施設共済
建 物 共 済
農機具共済

●❷

●❸
●❹ ●❺

●❻

●❼ ●❽

●❾ ●❼ ●❾

第1回通常総代会

●❽

❶人件費
❷普及推進費
❸施設費
❹業務費
❺損害評価費
❻事務費
❼損害防止費
❽諸税負担金

❾旅費交通費
　事業勘定繰入
　損害防止事業負担金
　業務雑費
　固定資産自己財源取得費
　修繕引当金繰入
　退給施設貸付支払利息
　業務雑損失

収入
の部

1,742,322千円 

支出
の部

 1,742,322千円 
●❶

●❶

●❷

●❸
●❹
●❺●❻
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本
日
、
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
の
第
一
回

通
常
総
代
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と

を
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
年
4
月
に
、
県
内
六
つ
の
農
業
共
済

組
合
が
合
併
し
、
県
全
域
を
一
体
的
に
カ
バ

ー
す
る
も
の
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
に
、
関
係
者
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
御
労

苦
に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、引
き
続
き
、一
丸
と
な
っ

て
、
本
県
農
家
の
経
営
安
定
に
向
け
、
効
率

的
な
事
業
運
営
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
御
尽
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
御
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
方
々
に

は
、
そ
の
御
功
績
を
心
か
ら
お
た
た
え
申
し

上
げ
、
今
後
一
層
の
御
活
躍
を
い
た
だ
き
ま

す
こ
と
を
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
御
案
内
の
と
お
り
、
近
年
の
本
県
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
高
齢
化
や
若
者
の
都
市

部
へ
の
流
出
な
ど
に
よ
る
担
い
手
不
足
、
耕

作
放
棄
地
の
増
加
に
加
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｅ
Ｐ

Ａ
等
の
貿
易
自
由
化
の
動
き
な
ど
、
一
段
と

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
今
年
度
当
初
予
算

に
お
い
て
、
農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
で
あ
る
貴
組
合
の
組
織
体
制
の
強
化
や
職

員
の
資
質
向
上
、
家
畜
診
療
所
の
電
子
カ
ル

テ
化
等
に
向
け
た
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用
し
た
農
業
支
援
シ
ス
テ
ム

の
構
築
や
農
家
と
異
業
種
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
促
進
、
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
、
六

次
産
業
化
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
更
に
、
今
年
4
月
か
ら
体
制
を
大
幅
に
拡

充
し
た
営
業
本
部
を
中
心
に
、
全
庁
挙
げ

て
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
成
長
著
し
い
東
ア

ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
と
い
っ
た
海
外
で
、
愛

媛
が
誇
る
豊
富
で
良
質
な
か
ん
き
つ
等
の
農

林
水
産
品
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
加
工

食
品
の
販
路
開
拓
を
推
し
進
め
る
な
ど
、
引

き
続
き
、
本
県
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

成
長
産
業
化
や
生
産
者
の
所
得
向
上
を
図
っ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
貴
組
合
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
生
産
者
の
方
々
が
安
心
し
て
農
業
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
今
年
度
創
設
さ
れ
た
キ
ウ

愛
媛
県
知
事
　
　
　
中
村

　時
広

イ
フ
ル
ー
ツ
の
樹
体
共
済
制
度
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
共
済
へ
の
加
入
促
進
や
、
迅
速
か

つ
適
正
な
損
失
補
填
に
御
尽
力
い
た
だ
い
て

お
り
、
誠
に
心
強
く
存
じ
ま
す
。

　
近
年
、
全
国
的
に
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る

自
然
災
害
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
農
業
共
済

制
度
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
本
会
を
契
機
に
、
更
に
一
致
団
結

さ
れ
、
農
家
の
方
々
に
よ
り
身
近
で
、
信
頼

さ
れ
る
農
業
共
済
事
業
を
強
力
に
推
進
し
て

い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、「
愛
顔
」
あ
ふ
れ

る
え
ひ
め
の
農
業
の
実
現
に
一
層
の
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
の
御

発
展
、
並
び
に
御
出
席
の
皆
様
方
の
ま
す
ま

す
の
御
健
勝
、
御
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
第
一
回
通
常
総
代

会
の
開
催
に
当
た
り
、
県
議
会
を
代
表
し
て

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
、
皆
様
方
に
は
、
農
業
経
営
の
安
定

と
農
業
生
産
力
の
向
上
に
多
大
の
御
貢
献
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
深
く
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
先
ほ
ど
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た

皆
様
方
に
は
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
、
一
層
の
御
活
躍
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
合
併
に
よ
り
、
県
内
6
組
合
が

1
組
合
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
運
営
基
盤

が
強
化
さ
れ
、
県
内
の
農
家
に
対
す
る
均
質

な
補
償
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ
ま
す

こ
と
は
、
組
合
員
の
方
々
の
期
待
に
か
な
う

も
の
で
あ
る
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
台
風
災
害
や
頻
発
す
る
集

中
豪
雨
災
害
な
ど
、
気
象
災
害
に
よ
っ
て
被

る
農
作
物
等
の
損
害
の
大
き
さ
と
い
う
も
の

を
改
め
て
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
農
業
共
済
制
度
は
あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害

に
備
え
、
安
定
的
な
農
業
経
営
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
制
度
で
あ
り
、
恒

久
的
な
農
業
災
害
対
策
と
し
て
設
け
ら
れ
た

保
険
制
度
で
あ
り
ま
す
。

　
本
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
「
か
い
よ
う
病
」
が
昨
年
発
生
し
た
こ
と

を
受
け
、
皆
さ
ん
の
御
尽
力
も
あ
り
、
果
樹

共
済
制
度
に
キ
ウ
イ
も
補
償
対
象
と
し
て
加

え
ら
れ
、
4
月
15
日
か
ら
加
入
申
込
み
が
始

ま
っ
た
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
が
、
誠
に

残
念
な
が
ら
4
月
3
日
以
降
、
宇
和
島
市
を

は
じ
め
と
し
て
、
新
た
な
感
染
が
確
認
さ
れ

愛
媛
県
議
会
議
長
　
本
宮

　
　勇

　

て
お
り
ま
す
。

　
県
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
農
作

物
等
の
被
害
に
迅
速
・
的
確
に
対
応
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
農
村
社
会
の

形
成
を
は
じ
め
と
し
て
、
本
県
農
業
の
振
興

に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
地
域

農
業
の
発
展
の
た
め
、
な
お
一
層
の
御
尽
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
今
回
新
た
に
ス
タ
ー
ト
さ
れ

た
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
の
ま
す
ま
す
の
御

発
展
と
皆
様
方
の
御
健
勝
、
御
活
躍
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
お
喜
び
の
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。

お
祝
い
の
こ
と
ば

3
安心のネットワーク

え 

が
お
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本
日
こ
こ
に
、
多
数
の
関
係
者
御
列
席
の

も
と
、
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
第
一
回
通
常

総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
に
当
た
り
、
一
言

御
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
、
新
年
早
々
か
ら
、
地
震
、
台
風

な
ど
に
よ
る
被
害
が
相
次
い
で
お
り
、
災
害

に
対
す
る
農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
の
重
要
性
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
か
ら
は
「
信
頼
の
き
ず

な
」
未
来
に
つ
な
げ
る
運
動
が
三
カ
年
計
画

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
引
受
け
拡
大
や

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
等
の
農
家
支
援

に
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
が

貴
県
農
業
の
発
展
と
農
業
経
営
の
安
定
に
更

に
貢
献
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
さ
て
、
政
府
は
、
五
年
ぶ
り
に
新
た
な

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
を
策
定

し
、
今
後
講
す
べ
き
施
策
を
示
し
ま
し
た
。

T
P
P
交
渉
の
問
題
な
ど
、
我
が
国
農
業
に

と
っ
て
、
大
き
な
課
題
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
農
政
に
お
い
て
は
、
農
地

中
間
管
理
機
構
に
よ
る
農
地
の
集
約
、
経
営

所
得
安
定
対
策
の
実
施
等
、
様
々
な
改
革
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
収
入
保
険
制
度
検
討
調
査

事
業
が
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
全
国
で

約
四
千
戸
の
農
家
を
対
象
と
す
る
デ
ー
タ
収

集
調
査
や
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
調

査
が
本
年
度
も
引
き
続
き
実
施
さ
れ
ま
す
。

将
来
、
私
ど
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
が
こ
の
新

し
い
制
度
を
担
え
る
よ
う
そ
の
実
績
を
積
み

重
ね
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
行
の
農
業
災
害
補
償
法
の
改
正

も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
と

し
て
は
、
本
年
度
も
引
き
続
き
種
々
の
課
題

に
つ
い
て
検
討
・
提
案
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

全
国
農
業
共
済
協
会

　
　
　
　
　
会
長
　
髙
橋

　
　博

　
一
方
、
平
成
27
年
度
農
業
共
済
関
係
予
算

は
、
要
求
額
の
ほ
ぼ
満
額
が
確
保
で
き
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
、
平
成
28
年
度
予
算
に
向

け
ま
し
て
、
早
期
に
、
ま
た
重
点
的
・
集
中

的
に
政
府
・
与
党
へ
の
理
解
促
進
に
努
め
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
4
月
か
ら
は
貴
県
を
は
じ
め
三
県
が

一
組
合
化
を
実
現
さ
れ
、
全
国
で
20
府
県
が

特
定
組
合
と
な
り
ま
し
た
。
貴
組
合
が
貴
県

農
家
・
組
合
員
の
た
め
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度

を
、
安
定
的
に
運
営
で
き
る
新
た
な
組
織
と

し
て
、
更
な
る
御
尽
力
に
努
め
ら
れ
、
全
国

の
模
範
と
な
ら
れ
ま
す
こ
と
を
御
期
待
申
し

上
げ
、
祝
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
の
第
一
回
通
常
総

代
会
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
代
表
し

て
、
一
言
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
顧
み
れ
ば
、
農
業
共
済
組
合
は
、
昭
和
22

年
の
農
業
災
害
補
償
法
の
施
行
に
伴
い
設
立

さ
れ
、
以
来
、
農
業
災
害
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
と
し
て
地
域
に
密
着
し
た
事
業
展
開
に

よ
り
、
農
業
者
と
の
絆
を
深
め
る
と
と
も
に

農
業
経
営
の
安
定
を
図
り
、
農
業
生
産
力
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
貴
組
合
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

昨
年
9
月
に
、
よ
り
一
層
合
理
的
で
適
正
な

事
業
運
営
を
目
指
す
「
農
業
共
済
団
体
等
に

お
け
る
一
県
一
組
合
化
の
取
り
組
み
の
推

進
」
の
も
と
、
県
内
六
共
済
組
合
と
愛
媛
県

農
業
共
済
組
合
連
合
会
の
合
併
予
備
契
約
書

の
調
印
式
、
10
月
の
臨
時
総
代
会
で
の
合
併

決
議
を
経
て
、
晴
れ
て
県
下
一
組
合
が
誕
生

さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
慶
ば
し
い
こ
と
で
あ

り
、
農
業
災
害
補
償
制
度
の
機
能
が
将
来
に

わ
た
っ
て
益
々
発
揮
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ご
期

待
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
、
県
内
で
発
生
し
た
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
か
い
よ
う
病
に
お
い
て
は
、
県
内
農
業
団

体
を
中
心
と
し
た
国
・
県
等
へ
の
要
請
活
動

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
・
対
策
活
動
の

実
施
、
ま
た
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
樹
体
共

済
制
度
の
創
設
な
ど
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
連
携
を

深
め
、
県
内
農
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
日
こ
の
よ
う
に
記
念
す
べ
き
第

一
回
通
常
総
代
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
こ
と
は
、
我
々
生
産
者
団
体
で
あ
る
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
に
と
り
ま
し
て
も
、
大
変
嬉
し

く
、
心
強
く
感
じ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然

と
し
て
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、
販
売
農
家
戸
数
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地

の
増
加
等
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て

「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た

協
同
組
合
」
と
し
て
総
合
事
業
を
前
提
に
、

「
農
業
者
の
所
得
増
大
」、「
農
業
生
産
の
拡

大
」、「
地
域
の
活
性
化
」
に
結
び
付
く
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
自
己
改
革
に
組
織
の
総
力
を
挙

げ
て
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
米
閣
僚
会
合
に
引
き
続
き
、
4
月
28
日
に

日
米
首
脳
会
談
が
開
催
さ
れ
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
の
最
終
局
面
を
主
導
す
る
た
め
協
力
し
、

愛
媛
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

　
　
　
　
　
会
長
　
梶
谷

　昭
伸

　

早
期
か
つ
成
功
裏
の
妥
結
に
向
け
て
、
と
も

に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
」
と
安
倍
総

理
が
発
言
す
る
な
ど
予
断
を
許
さ
な
い
厳
し

い
局
面
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
各
国
が
今
年
前
半
の
交
渉
妥
結
を

目
指
す
と
の
情
報
が
錯
そ
う
す
る
中
、
衆
・

参
議
院
で
の
国
会
決
議
の
順
守
を
求
め
て
取

り
組
み
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
内
の
農
林
漁
業
団
体
等
と
連
携
し
、

組
織
の
総
力
を
挙
げ
て
徹
底
し
た
行
動
を
展

開
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
貴
組
合
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
み
な
さ
ま
方
の
ご
健
勝
及

び
役
職
員
、
組
合
員
各
位
の
更
な
る
団
結
と

ご
尽
力
を
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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こ
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多
数
の
関
係
者
御
列
席
の

も
と
、
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
第
一
回
通
常

総
代
会
が
開
催
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言
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。
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台
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と
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の
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Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
の
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は
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で
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。
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来
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等
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に
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を
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て
取
り
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そ
の
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が

貴
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業
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発
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と
農
業
経
営
の
安
定
に
更

に
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献
す
る
こ
と
を
祈
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も
の
で
あ
り

ま
す
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さ
て
、
政
府
は
、
五
年
ぶ
り
に
新
た
な

「
食
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・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
を
策
定

し
、
今
後
講
す
べ
き
施
策
を
示
し
ま
し
た
。

T
P
P
交
渉
の
問
題
な
ど
、
我
が
国
農
業
に

と
っ
て
、
大
き
な
課
題
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
農
政
に
お
い
て
は
、
農
地

中
間
管
理
機
構
に
よ
る
農
地
の
集
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、
経
営

所
得
安
定
対
策
の
実
施
等
、
様
々
な
改
革
が

進
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れ
て
お
り
ま
す
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そ
う
し
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中
、
収
入
保
険
制
度
検
討
調
査

事
業
が
昨
年
度
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ら
ス
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ー
ト
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、
全
国
で
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を
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と
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ジ
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デ
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調
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が
本
年
度
も
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続
き
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将
来
、
私
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も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
が
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の
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し
い
制
度
を
担
え
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よ
う
そ
の
実
績
を
積
み

重
ね
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
行
の
農
業
災
害
補
償
法
の
改
正

も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
と

し
て
は
、
本
年
度
も
引
き
続
き
種
々
の
課
題

に
つ
い
て
検
討
・
提
案
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

全
国
農
業
共
済
協
会

　
　
　
　
　
会
長
　
髙
橋

　
　博

　
一
方
、
平
成
27
年
度
農
業
共
済
関
係
予
算

は
、
要
求
額
の
ほ
ぼ
満
額
が
確
保
で
き
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
、
平
成
28
年
度
予
算
に
向

け
ま
し
て
、
早
期
に
、
ま
た
重
点
的
・
集
中

的
に
政
府
・
与
党
へ
の
理
解
促
進
に
努
め
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
4
月
か
ら
は
貴
県
を
は
じ
め
三
県
が

一
組
合
化
を
実
現
さ
れ
、
全
国
で
20
府
県
が

特
定
組
合
と
な
り
ま
し
た
。
貴
組
合
が
貴
県

農
家
・
組
合
員
の
た
め
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度

を
、
安
定
的
に
運
営
で
き
る
新
た
な
組
織
と

し
て
、
更
な
る
御
尽
力
に
努
め
ら
れ
、
全
国

の
模
範
と
な
ら
れ
ま
す
こ
と
を
御
期
待
申
し

上
げ
、
祝
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
の
第
一
回
通
常
総

代
会
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
代
表
し

て
、
一
言
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
顧
み
れ
ば
、
農
業
共
済
組
合
は
、
昭
和
22

年
の
農
業
災
害
補
償
法
の
施
行
に
伴
い
設
立

さ
れ
、
以
来
、
農
業
災
害
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
と
し
て
地
域
に
密
着
し
た
事
業
展
開
に

よ
り
、
農
業
者
と
の
絆
を
深
め
る
と
と
も
に

農
業
経
営
の
安
定
を
図
り
、
農
業
生
産
力
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
貴
組
合
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

昨
年
9
月
に
、
よ
り
一
層
合
理
的
で
適
正
な

事
業
運
営
を
目
指
す
「
農
業
共
済
団
体
等
に

お
け
る
一
県
一
組
合
化
の
取
り
組
み
の
推

進
」
の
も
と
、
県
内
六
共
済
組
合
と
愛
媛
県

農
業
共
済
組
合
連
合
会
の
合
併
予
備
契
約
書

の
調
印
式
、
10
月
の
臨
時
総
代
会
で
の
合
併

決
議
を
経
て
、
晴
れ
て
県
下
一
組
合
が
誕
生

さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
慶
ば
し
い
こ
と
で
あ

り
、
農
業
災
害
補
償
制
度
の
機
能
が
将
来
に

わ
た
っ
て
益
々
発
揮
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ご
期

待
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
、
県
内
で
発
生
し
た
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
か
い
よ
う
病
に
お
い
て
は
、
県
内
農
業
団

体
を
中
心
と
し
た
国
・
県
等
へ
の
要
請
活
動

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
・
対
策
活
動
の

実
施
、
ま
た
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
樹
体
共

済
制
度
の
創
設
な
ど
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
連
携
を

深
め
、
県
内
農
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
日
こ
の
よ
う
に
記
念
す
べ
き
第

一
回
通
常
総
代
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
こ
と
は
、
我
々
生
産
者
団
体
で
あ
る
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
に
と
り
ま
し
て
も
、
大
変
嬉
し

く
、
心
強
く
感
じ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然

と
し
て
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、
販
売
農
家
戸
数
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地

の
増
加
等
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て

「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た

協
同
組
合
」
と
し
て
総
合
事
業
を
前
提
に
、

「
農
業
者
の
所
得
増
大
」、「
農
業
生
産
の
拡

大
」、「
地
域
の
活
性
化
」
に
結
び
付
く
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
自
己
改
革
に
組
織
の
総
力
を
挙

げ
て
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
米
閣
僚
会
合
に
引
き
続
き
、
4
月
28
日
に

日
米
首
脳
会
談
が
開
催
さ
れ
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
の
最
終
局
面
を
主
導
す
る
た
め
協
力
し
、

愛
媛
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

　
　
　
　
　
会
長
　
梶
谷

　昭
伸

　

早
期
か
つ
成
功
裏
の
妥
結
に
向
け
て
、
と
も

に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
」
と
安
倍
総

理
が
発
言
す
る
な
ど
予
断
を
許
さ
な
い
厳
し

い
局
面
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
各
国
が
今
年
前
半
の
交
渉
妥
結
を

目
指
す
と
の
情
報
が
錯
そ
う
す
る
中
、
衆
・

参
議
院
で
の
国
会
決
議
の
順
守
を
求
め
て
取

り
組
み
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
内
の
農
林
漁
業
団
体
等
と
連
携
し
、

組
織
の
総
力
を
挙
げ
て
徹
底
し
た
行
動
を
展

開
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
貴
組
合
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
み
な
さ
ま
方
の
ご
健
勝
及

び
役
職
員
、
組
合
員
各
位
の
更
な
る
団
結
と

ご
尽
力
を
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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次
の
基
礎
組
織
構
成
員
等
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

事
業
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
共
済
部
長

　
　
　
　
　4
、
5
6
0
名

　

■
損
害
評
価
会
委
員

　
　
　
　2
7
0
名

■
損
害
評
価
員

　
　
　
　3
、
6
8
9
名

　

■
家
畜
診
療
所
運
営
委
員

　
　
　
　4
名

組
合
内
の
実
務
全
般
を

取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

農
家
と

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を

つ
な
ぐ
人
た
ち

参
事
の
紹
介

平田　義之
参事

●
四
国
中
央
市

森
川

　雅
之

横
尾

　
　昇

大
西

　敏
雄

佐
々
木
康
博

村
上

　豊
司

高
橋

　藤
信

●
新
居
浜
市

岡

　
　哲
男

近
藤

　
　鈞

合
田

　有
良

●
西
条
市

篠
原

　義
治

松
本

　麻
市

　旧
組
合
で
は
多
く
の
総
代
の
皆
さ
ま
に
、
組
合
運
営
へ
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の

た
び
、
新
組
合
の
設
立
に
伴
い
、
県
下
全
域
か
ら
新
た
に
92
名

の
総
代
が
、
次
の
と
お
り
就
任
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

総代とは…組合員の代表
として、NOSAIの最高意思
決定機関である総代会で、
事業計画や予算など組合
運営の方向を決める重要
な役割を担っていただきま
す。
任期は3年です。

新
総
代
を

紹
介
し
ま
す
。

西条
支所
（12名）

松山
支所
（21名）

今治
支所
（17名）

伊予
支所
（18名）

西予
支所
（12名）

宇和島
支所
（12名）

戸
田
眞
優
美

●
西
条
市

越
智

　久
夫

行
元

　義
之

河
野

　弘
幸

塩
崎

　幸
隆

古
田

　恒
市

槇

　
　幸
正

●
今
治
市

近
藤

　徹
也

伊
藤

　博
明

永
野

　省
三

門
田

　政
男

越
智

　文
夫

齋
宮

　弘
之

乾

　
　
　壽

谷
原

　満
樹

加
藤

　和
敏

木
元

　孝
二

半
田

　杉
夫

●
松
山
市

渡
部

　徳
憲

赤
松

　邦
彦

宮
内

　
　弘

小
原

　哲
哉

二
神

　種
龍

二
宮

　康
夫

能
田

　清
志

横
田

　祐
享

郷
田

　眞
美

原
田

　裕
三

株
田

　恭
一

阪
本

　吏
寛

竹
村

　
　孝

●
東
温
市

戒
能

　利
通

髙
木

　安
雄

池
川

　幸
介

高
橋

　
　良

●
久
万
高
原
町

金
子

　基
綱

林

　
　俊
治

山
村

　治
夫

●
内
子
町

　（旧
小
田
町
）

水
岡

　芳
廣

●
内
子
町

新
倉

　武
繁

田
丸

　義
明

宮
岡

　
　守

●
砥
部
町

古
田

　俊
正

●
伊
予
市

橡
木

　隆
博

岡
本

　廣
志

酒
井

　勝
敏

早
田

　
　久

城
石

　好
博

●
松
前
町

髙
石

　
　通

木
村

　
　博

田
中

　昭
雄

●
大
洲
市

西
本

　信
一

藤
川

　千
文

成
髙

　王
洋

古
河

　賢
一

大
本

　昭
裕

寺
岡

　勝
信

●
西
予
市

宇
都
宮
茂
喜

三
瀬

　研
次

大
塚

　俊
秋

佐
藤

　三
教

水
口

　宏
文

谷
口

　
　昇

宇
都
宮
勇
壽

●
八
幡
浜
市

大
本

　定
一

上
田

　浩
志

玉
井

　健
次

●
伊
方
町

山
本

　睦
夫

増
川

　榮
男

●
宇
和
島
市

薬
師
神
和
明

杉
田

　謙
三

清
家

　米
数

渡
辺

　吉
男

家
田

　充
博

●
鬼
北
町

城
下

　松
喜

高
田

　光
一

山
崎

　
　保

●
松
野
町

橋
本

　和
男

●
愛
南
町

時
岡

　慶
周

宇
都
宮
磯
志

田
中

　一
光

5
安心のネットワーク

　
第
１
回
通
常
総
代
会
で
、
17
名
の
役
員
が
選
任
さ

れ
、
6
月
1
日
か
ら
、
新
た
な
執
行
体
制
で
組
合
運

営
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

組
合
長
挨
拶

新
役
員
紹
介

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

【
任
期
】

平
成
27
年
6
月
1
日
▼

　
　平
成
30
年
5
月
31
日

喜安　晃
（松前町）

組合長理事
山本　良文
（松山市）

副組合長理事

藤﨑　温
（松山市）

理事
山本　光明
（大洲市）

理事
平岡　世紀
（伊予市）

理事
中野　英一
（西予市）

理事

土居　尚行
（愛南町）

理事
渡邊　勇夫
（八幡浜市）

理事
赤松　泰伸
（宇和島市）

理事
兵頭　仁志
（西予市）

代表監事
清水　潔
（松山市）

監事
松岡　一誠
（今治市）

監事

理　事
組合の業務執行
の役割を担って
います。

監　事
組合の業務の執
行状況や財産状
況を監査します。

四之宮　明
（西条市）

理事
本宮　勇
（今治市）

理事

三宅　繁博
（四国中央市）

理事
一色　達夫
（西条市）

理事
筒井　幹夫
（松山市）

常務理事

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

農
業
共
済
制
度
に
対
し
ま
し
て
、
格

段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
業
共
済
制
度
は
、
昭
和
22
年
に

制
定
さ
れ
た
「
農
業
災
害
補
償
法
」

に
基
づ
く
制
度
で
、
以
来
70
年
近
く

に
わ
た
り
、
農
業
者
が
不
慮
の
事
故

に
よ
っ
て
受
け
る
損
失
を
補
填
し
、

農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、

農
業
生
産
力
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
当
初
、
愛
媛
県
内
に
は
2
5
8
の

共
済
組
合
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
経

営
の
合
理
化
や
、
業
務
運
営
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、
順
次
組
織
の
統
合

を
進
め
、
こ
の
4
月
1
日
に
は
旧
6

組
合
が
合
併
し
て
県
下
1
組
合
と
な

り
、
さ
ら
に
5
月
1
日
に
は
連
合
会

の
権
利
・
義
務
を
併
せ
持
つ
特
定
組

合
と
し
て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
合
併
に
際
し
ま
し
て
、
関
係
者
の

皆
様
に
は
深
い
ご
理
解
と
、
ご
協
力
、

ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
速
に

変
化
し
て
い
く
中
、
組
合
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
様
々
な
ご
苦
労

が
あ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
私
ど

も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
ま
で
以

上
に
迅
速
で
均
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
一
層
皆
様
の
お
役
に
た
て
る

組
合
を
目
指
し
、
役
職
員
と
も
ど
も

努
力
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
合
併
に
当
た
り
、
今
ま
で
以
上
に

皆
様
に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
今
回
創
刊
い
た
し
ま
し
た

「
ひ
め
の
わ
」
を
通
じ
て
、
農
業
・

農
政
・
技
術
等
、
県
下
の
様
々
な
情

報
を
提
供
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
の
で
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す

と
と
も
に
、
ご
意
見
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

愛
媛
県
農
業
共
済
組
合

組
合
長
理
事
　
喜

　安

　
　晃



6 vol.1 2015

次
の
基
礎
組
織
構
成
員
等
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

事
業
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
共
済
部
長

　
　
　
　
　4
、
5
6
0
名

　

■
損
害
評
価
会
委
員

　
　
　
　2
7
0
名

■
損
害
評
価
員

　
　
　
　3
、
6
8
9
名

　

■
家
畜
診
療
所
運
営
委
員

　
　
　
　4
名

組
合
内
の
実
務
全
般
を

取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

農
家
と

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を

つ
な
ぐ
人
た
ち

参
事
の
紹
介

平田　義之
参事

●
四
国
中
央
市

森
川

　雅
之

横
尾

　
　昇

大
西

　敏
雄

佐
々
木
康
博

村
上

　豊
司

高
橋

　藤
信

●
新
居
浜
市

岡

　
　哲
男

近
藤

　
　鈞

合
田

　有
良

●
西
条
市

篠
原

　義
治

松
本

　麻
市

　旧
組
合
で
は
多
く
の
総
代
の
皆
さ
ま
に
、
組
合
運
営
へ
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の

た
び
、
新
組
合
の
設
立
に
伴
い
、
県
下
全
域
か
ら
新
た
に
92
名

の
総
代
が
、
次
の
と
お
り
就
任
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

総代とは…組合員の代表
として、NOSAIの最高意思
決定機関である総代会で、
事業計画や予算など組合
運営の方向を決める重要
な役割を担っていただきま
す。
任期は3年です。

新
総
代
を

紹
介
し
ま
す
。

西条
支所
（12名）

松山
支所
（21名）

今治
支所
（17名）

伊予
支所
（18名）

西予
支所
（12名）

宇和島
支所
（12名）

戸
田
眞
優
美

●
西
条
市

越
智

　久
夫

行
元

　義
之

河
野

　弘
幸

塩
崎

　幸
隆

古
田

　恒
市

槇

　
　幸
正

●
今
治
市

近
藤

　徹
也

伊
藤

　博
明

永
野

　省
三

門
田

　政
男

越
智

　文
夫

齋
宮

　弘
之

乾

　
　
　壽

谷
原

　満
樹

加
藤

　和
敏

木
元

　孝
二

半
田

　杉
夫

●
松
山
市

渡
部

　徳
憲

赤
松

　邦
彦

宮
内

　
　弘

小
原

　哲
哉

二
神

　種
龍

二
宮

　康
夫

能
田

　清
志

横
田

　祐
享

郷
田

　眞
美

原
田

　裕
三

株
田

　恭
一

阪
本

　吏
寛

竹
村

　
　孝

●
東
温
市

戒
能

　利
通

髙
木

　安
雄

池
川

　幸
介

高
橋

　
　良

●
久
万
高
原
町

金
子

　基
綱

林

　
　俊
治

山
村

　治
夫

●
内
子
町

　（旧
小
田
町
）

水
岡

　芳
廣

●
内
子
町

新
倉

　武
繁

田
丸

　義
明

宮
岡

　
　守

●
砥
部
町

古
田

　俊
正

●
伊
予
市

橡
木

　隆
博

岡
本

　廣
志

酒
井

　勝
敏

早
田

　
　久

城
石

　好
博

●
松
前
町

髙
石

　
　通

木
村

　
　博

田
中

　昭
雄

●
大
洲
市

西
本

　信
一

藤
川

　千
文

成
髙

　王
洋

古
河

　賢
一

大
本

　昭
裕

寺
岡

　勝
信

●
西
予
市

宇
都
宮
茂
喜

三
瀬

　研
次

大
塚

　俊
秋

佐
藤

　三
教

水
口

　宏
文

谷
口

　
　昇

宇
都
宮
勇
壽

●
八
幡
浜
市

大
本

　定
一

上
田

　浩
志

玉
井

　健
次

●
伊
方
町

山
本

　睦
夫

増
川

　榮
男

●
宇
和
島
市

薬
師
神
和
明

杉
田

　謙
三

清
家

　米
数

渡
辺

　吉
男

家
田

　充
博

●
鬼
北
町

城
下

　松
喜

高
田

　光
一

山
崎

　
　保

●
松
野
町

橋
本

　和
男

●
愛
南
町

時
岡

　慶
周

宇
都
宮
磯
志

田
中

　一
光
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第
１
回
通
常
総
代
会
で
、
17
名
の
役
員
が
選
任
さ

れ
、
6
月
1
日
か
ら
、
新
た
な
執
行
体
制
で
組
合
運

営
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

組
合
長
挨
拶

新
役
員
紹
介

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

【
任
期
】

平
成
27
年
6
月
1
日
▼

　
　平
成
30
年
5
月
31
日

喜安　晃
（松前町）

組合長理事
山本　良文
（松山市）

副組合長理事

藤﨑　温
（松山市）

理事
山本　光明
（大洲市）

理事
平岡　世紀
（伊予市）

理事
中野　英一
（西予市）

理事

土居　尚行
（愛南町）

理事
渡邊　勇夫
（八幡浜市）

理事
赤松　泰伸
（宇和島市）

理事
兵頭　仁志
（西予市）

代表監事
清水　潔
（松山市）

監事
松岡　一誠
（今治市）

監事

理　事
組合の業務執行
の役割を担って
います。

監　事
組合の業務の執
行状況や財産状
況を監査します。

四之宮　明
（西条市）

理事
本宮　勇
（今治市）

理事

三宅　繁博
（四国中央市）

理事
一色　達夫
（西条市）

理事
筒井　幹夫
（松山市）

常務理事

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

農
業
共
済
制
度
に
対
し
ま
し
て
、
格

段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
業
共
済
制
度
は
、
昭
和
22
年
に

制
定
さ
れ
た
「
農
業
災
害
補
償
法
」

に
基
づ
く
制
度
で
、
以
来
70
年
近
く

に
わ
た
り
、
農
業
者
が
不
慮
の
事
故

に
よ
っ
て
受
け
る
損
失
を
補
填
し
、

農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、

農
業
生
産
力
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
当
初
、
愛
媛
県
内
に
は
2
5
8
の

共
済
組
合
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
経

営
の
合
理
化
や
、
業
務
運
営
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、
順
次
組
織
の
統
合

を
進
め
、
こ
の
4
月
1
日
に
は
旧
6

組
合
が
合
併
し
て
県
下
1
組
合
と
な

り
、
さ
ら
に
5
月
1
日
に
は
連
合
会

の
権
利
・
義
務
を
併
せ
持
つ
特
定
組

合
と
し
て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
合
併
に
際
し
ま
し
て
、
関
係
者
の

皆
様
に
は
深
い
ご
理
解
と
、
ご
協
力
、

ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
速
に

変
化
し
て
い
く
中
、
組
合
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
様
々
な
ご
苦
労

が
あ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
私
ど

も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
ま
で
以

上
に
迅
速
で
均
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
一
層
皆
様
の
お
役
に
た
て
る

組
合
を
目
指
し
、
役
職
員
と
も
ど
も

努
力
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
合
併
に
当
た
り
、
今
ま
で
以
上
に

皆
様
に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
今
回
創
刊
い
た
し
ま
し
た

「
ひ
め
の
わ
」
を
通
じ
て
、
農
業
・

農
政
・
技
術
等
、
県
下
の
様
々
な
情

報
を
提
供
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
の
で
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す

と
と
も
に
、
ご
意
見
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

愛
媛
県
農
業
共
済
組
合

組
合
長
理
事
　
喜

　安

　
　晃
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【事業目的】
　有害獣の水田への侵入を防止す
る施設（電気柵等）の新設にかかる
機材費の一部を補助します。

【実施方策】
　水稲共済加入農家、水田を対象
とします。申請受付期間は平成27
年7月31日までです。補助金は機
材費を対象とし、補助率は機材購
入費の30％以内（個人の場合は１
件3万円、団体の場合は5万円が限
度で予算の範囲内）です。
　補助事業を受けた損害防止施設
は、補助金交付の目的以外で使用
したり、譲渡・交換・貸付等をして
はいけません（5年間）。補助事業
の認定後5年間は同一の補助事業
を受けることができません。

　西条支所では、損害防止事業の
一環として､チップソー（草刈り機
の刃）の無料研磨、インパクトレン
チ、ビニールハウスのフィルム展張
機の無償貸出を行っています。
  ご利用を希望される方は、NOSAI
西条支所、宇摩出張所までご連絡
ください。

　スポーツを通して次世代を担う児
童たちを支援し、地域の方々と親睦
を深めることを目的として開催して
います。今年で第6回目を迎えるジュ
ニアソフトボール大会を、下記の日
程で行います。応援よろしくお願い
します。
日　時／平成27年7月25日㈯
　　　　午前8時3０分～
予備日／平成27年7月26日㈰
場　所／伊方町民グラウンド

日　時／平成２７年１１月２３日㈪・㈷
　　　　午前９時３０分～
場　所／大洲市総合体育館
参加資格等／ＮＯＳＡＩ組合員家族
の女性（旧伊予喜多組合管内に限
る・学生は除く）。自チームに主審
を務める人がいること。選手の登
録は１チーム８人以上１０人以内（試
合は６人制）。申込み多数の場合
は、先着順（参加15チーム）。
表 　彰／３位まで表彰。全員に参
加賞があります。
申込期間／平成２７年９月３０日㈬迄
問合せ先／愛媛県農業共済組合
伊予支所（丸山まで）
ＴＥＬ（０８９）９８２－０５３４

宇和島支所　農産課
来島大貴ひろたか（25歳）
出身地／
宇和島市津島町山財
趣味／読書
担当業務／水稲
担当地区／津島町御槙、清満
まだまだ、わからない事ばかりですが、
早く一人前になれるよう頑張ります。
　─────────────
南宇和出張所
山口燿よう（22歳）
出身地／
南宇和郡愛南町御荘
趣味／釣り、お酒
担当業務／家畜、水稲
担当地区／愛南町
組合員の方々とより良い関係を築き、信
頼される職員となれるように頑張ります。

　4月7日から5月20日にかけて、
周桑広域営農団地推進協議会
果樹専門部会が一丸となり、管内
約500園地のキウイフルーツ全園
地調査を行いました。今年は、品種
に関係なくかいよう病の発病が見
られました。昨年、多く発病してい
たゴールドは、他品種と比べ症状が
抑えられており、防除の大切さを再
認識しました。
　また、今年度より引受が開始さ
れる樹体共済の説明会、加入推進
会を各農協、関係機関等の協力に
より開催。厳しい現状ですが、かい
よう病の根絶を目指していきます。
そして、これまでの収穫共済と樹
体共済により、安定した農家経営に
お役に立ちたいと考えています。

トラクター爪交換用イン
パクトレンチ（充電式） 

チップソー(草刈り機
の刃)の研磨機

無料で研磨無償貸出し

★

★

★

★
●

●…本　所
★…支　所
☆…出張所

★

★

☆

☆

☆

☆☆

☆

西条支所

今治支所

松山支所

伊予支所

西予支所

宇和島支所

平成27年度
農作物共済
損害防止事業実施

かいよう病
キウイフルーツ
全園地調査実施

松山 農家支援へ
無料サービス!!

西条

伊予 新人職員紹介宇和島

今治

NOSAI旗争奪
ジュニアソフトボール
大会を開催します!

NOSAIえひめ伊予喜多杯
レクレーション
バレーボール大会
参加チーム募集 !

西予

支 所

便 り

安心のネットワーク
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愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
は
、
国
の

農
業
災
害
対
策
の
重
要
な
柱
で
あ
る

農
業
災
害
補
償
制
度
の
実
施
主
体
と

し
て
公
共
的
な
性
格
を
有
し
て
お
り
、

そ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
の
社
会
的

責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
法
令
等
の
遵
守
に
つ

い
て
は
、
一
般
の
民
間
組
織
以
上
に

徹
底
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

社
会
的
な
信
頼
を
決
し
て
損
ね
る
こ

と
の
な
い
よ
う
健
全
な
組
織
運
営
に

資
す
る
不
断
の
努
力
を
重
ね
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
、
当
農

業
共
済
組
合
に
お
い
て
は
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
等
遵
守
）
を
徹

底
し
た
事
業
運
営
の
確
保
を
目
指
し
、

　愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
で
は
、

適
切
な
事
業
運
営
を
行
う
た
め
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
基
本
方
針
、

勧
誘
方
針
、
個
人
情
報
保
護
方
針

を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。

次
の
事
項
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
す
べ
て
の
役
職
員
は
、
法
令
遵
守

は
も
と
よ
り
、
社
会
の
構
成
員
と

し
て
求
め
ら
れ
る
価
値
観
、
倫
理

観
に
基
づ
く
誠
実
な
行
動
に
努
め

ま
す
。

②
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
整
備

に
向
け
て
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
実
践
計

画
を
明
確
化
し
ま
す
。

③
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
統
括
部
署
を

設
置
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体

制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

④
各
部
署
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
責

任
者
を
置
き
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

⑤
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
役

職
員
研
修
を
実
施
し
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

す
。

⑥
す
べ
て
の
役
職
員
は
、
本
会
が
担

う
社
会
的
責
任
と
公
共
的
使
命
の

重
さ
を
常
に
認
識
し
、
健
全
か
つ

適
切
な
事
業
運
営
に
努
め
る
こ
と

に
よ
り
、
農
業
経
営
の
安
定
と
農

業
生
産
力
の
発
展
に
資
す
る
よ
う

心
掛
け
ま
す
。

　
当
農
業
共
済
組
合
は
、
農
業
災
害

補
償
法
に
基
づ
き
農
業
者
が
不
慮
の

事
故
に
因
っ
て
受
け
る
こ
と
の
あ
る

損
失
を
補
填
し
て
農
業
経
営
の
安
定

を
図
り
、
農
業
生
産
力
の
発
展
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
各
種
の
共

済
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、「
金
融
商
品
の
販
売
等
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
い
て
、
次
の
勧
誘

方
針
を
定
め
、
適
切
な
事
業
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
農
業
災
害
補
償
法
、
金
融
商
品
の

販
売
等
に
関
す
る
法
律
及
び
そ
の

他
法
令
等
を
遵
守
し
、
適
正
な
事

業
推
進
を
行
い
ま
す
。

②
組
合
員
・
加
入
者
の
皆
さ
ま
の
知

識
、
経
験
、
財
産
の
状
況
及
び
意

向
を
考
慮
の
う
え
、
適
切
な
勧
誘

と
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

③
組
合
員
・
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
共

済
事
業
の
仕
組
み
や
リ
ス
ク
の
内

容
な
ど
重
要
な
事
項
を
十
分
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
ま
す
。

④
組
合
員
・
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
対

す
る
加
入
推
進
の
た
め
の
方
法
及

び
時
間
帯
に
つ
い
て
、
迷
惑
と
な

る
行
為
は
行
い
ま
せ
ん
。

⑤
万
が
一
共
済
事
故
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
迅
速
か
つ
的
確
な
損
害

評
価
及
び
共
済
金
の
支
払
を
行
い

ま
す
。

⑥
組
合
員
・
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
対

し
、
よ
り
適
切
な
加
入
推
進
が
行

え
る
よ
う
、
役
職
員
等
の
研
修
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合（
以
下「
こ

の
組
合
」
と
い
う
。）
は
、
組
合
員
の

個
人
情
報
を
正
し
く
取
り
扱
う
た
め
、

以
下
の
方
針
を
定
め
る
。

①
こ
の
組
合
は
、
個
人
情
報
を
適
正

に
取
り
扱
う
た
め
に
、
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
法
」
と
い
う
。）
そ
の
他
、
個
人

情
報
保
護
に
関
す
る
関
係
諸
法
令

及
び
農
林
水
産
大
臣
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
定
め
ら
れ
た
義
務
を
誠
実

に
遵
守
す
る
。

　
個
人
情
報
と
は
、
法
第
２
条
第
１

項
に
規
定
す
る
生
存
す
る
個
人
に

関
す
る
情
報
で
、
特
定
の
個
人
を

識
別
で
き
る
も
の
を
い
い
、
以
下

も
同
様
と
す
る
。

②
こ
の
組
合
は
、
利
用
目
的
を
で
き

る
限
り
特
定
し
た
う
え
、
あ
ら
か

じ
め
本
人
の
同
意
を
得
た
場
合
及

び
法
令
に
よ
り
例
外
と
し
て
扱
わ

れ
る
べ
き
場
合
を
除
き
、
そ
の
利

用
目
的
の
範
囲
内
で
の
み
個
人
情

報
を
取
り
扱
う
。

　
本
人
と
は
、
個
人
情
報
に
よ
っ
て

識
別
さ
れ
る
特
定
の
個
人
を
い
い
、

以
下
同
様
と
す
る
。

③
こ
の
組
合
は
、
個
人
情
報
を
取
得

す
る
際
、
適
正
な
手
段
で
取
得
す

る
も
の
と
し
、
利
用
目
的
を
、
法

令
に
よ
り
例
外
と
し
て
扱
わ
れ
る

べ
き
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め

公
表
す
る
か
、
取
得
後
速
や
か
に

本
人
に
通
知
又
は
公
表
す
る
。
　

た
だ
し
、
本
人
か
ら
書
面
で
直
接

取
得
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
明
示
す
る
。

④
こ
の
組
合
は
、
取
り
扱
う
個
人
デ

ー
タ
を
利
用
目
的
の
範
囲
内
で
正

確
・
最
新
の
内
容
に
保
つ
よ
う
努

め
、
ま
た
安
全
管
理
の
た
め
に
必

要
・
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
役
職

員
及
び
委
託
先
を
適
正
に
監
督
す

る
。

　
個
人
デ
ー
タ
と
は
、
法
第
２
条
第

４
項
が
規
定
す
る
個
人
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
等（
法
第
２
条
第
２
項
）

を
構
成
す
る
個
人
情
報
を
い
い
、

以
下
同
様
と
す
る
。

⑤
こ
の
組
合
は
、
法
令
に
よ
り
例
外

と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
場
合
を
除

き
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
の
同
意
を

得
る
こ
と
な
く
、
個
人
デ
ー
タ
を

第
三
者
に
提
供
し
な
い
。

⑥
こ
の
組
合
は
、
保
有
個
人
デ
ー
タ

に
つ
き
、
法
令
に
基
づ
き
本
人
か

ら
の
開
示
、
訂
正
等
の
求
め
に
応

じ
る
。

　
保
有
個
人
デ
ー
タ
と
は
、
法
第
２

条
第
５
項
に
規
定
す
る
デ
ー
タ
を

い
う
。

⑦
こ
の
組
合
は
、
取
り
扱
う
個
人
情

報
に
つ
き
、
本
人
か
ら
の
苦
情
に

対
し
迅
速
か
つ
適
切
に
取
り
組
み
、

そ
の
た
め
の
内
部
体
制
の
整
備
に

努
め
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
基
本
方
針

勧
誘
方
針

個
人
情
報
保
護
方
針

運
営

基
本
方
針
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【事業目的】
　有害獣の水田への侵入を防止す
る施設（電気柵等）の新設にかかる
機材費の一部を補助します。

【実施方策】
　水稲共済加入農家、水田を対象
とします。申請受付期間は平成27
年7月31日までです。補助金は機
材費を対象とし、補助率は機材購
入費の30％以内（個人の場合は１
件3万円、団体の場合は5万円が限
度で予算の範囲内）です。
　補助事業を受けた損害防止施設
は、補助金交付の目的以外で使用
したり、譲渡・交換・貸付等をして
はいけません（5年間）。補助事業
の認定後5年間は同一の補助事業
を受けることができません。

　西条支所では、損害防止事業の
一環として､チップソー（草刈り機
の刃）の無料研磨、インパクトレン
チ、ビニールハウスのフィルム展張
機の無償貸出を行っています。
  ご利用を希望される方は、NOSAI
西条支所、宇摩出張所までご連絡
ください。

　スポーツを通して次世代を担う児
童たちを支援し、地域の方々と親睦
を深めることを目的として開催して
います。今年で第6回目を迎えるジュ
ニアソフトボール大会を、下記の日
程で行います。応援よろしくお願い
します。
日　時／平成27年7月25日㈯
　　　　午前8時3０分～
予備日／平成27年7月26日㈰
場　所／伊方町民グラウンド

日　時／平成２７年１１月２３日㈪・㈷
　　　　午前９時３０分～
場　所／大洲市総合体育館
参加資格等／ＮＯＳＡＩ組合員家族
の女性（旧伊予喜多組合管内に限
る・学生は除く）。自チームに主審
を務める人がいること。選手の登
録は１チーム８人以上１０人以内（試
合は６人制）。申込み多数の場合
は、先着順（参加15チーム）。
表 　彰／３位まで表彰。全員に参
加賞があります。
申込期間／平成２７年９月３０日㈬迄
問合せ先／愛媛県農業共済組合
伊予支所（丸山まで）
ＴＥＬ（０８９）９８２－０５３４

宇和島支所　農産課
来島大貴ひろたか（25歳）
出身地／
宇和島市津島町山財
趣味／読書
担当業務／水稲
担当地区／津島町御槙、清満
まだまだ、わからない事ばかりですが、
早く一人前になれるよう頑張ります。
　─────────────
南宇和出張所
山口燿よう（22歳）
出身地／
南宇和郡愛南町御荘
趣味／釣り、お酒
担当業務／家畜、水稲
担当地区／愛南町
組合員の方々とより良い関係を築き、信
頼される職員となれるように頑張ります。

　4月7日から5月20日にかけて、
周桑広域営農団地推進協議会
果樹専門部会が一丸となり、管内
約500園地のキウイフルーツ全園
地調査を行いました。今年は、品種
に関係なくかいよう病の発病が見
られました。昨年、多く発病してい
たゴールドは、他品種と比べ症状が
抑えられており、防除の大切さを再
認識しました。
　また、今年度より引受が開始さ
れる樹体共済の説明会、加入推進
会を各農協、関係機関等の協力に
より開催。厳しい現状ですが、かい
よう病の根絶を目指していきます。
そして、これまでの収穫共済と樹
体共済により、安定した農家経営に
お役に立ちたいと考えています。

トラクター爪交換用イン
パクトレンチ（充電式） 

チップソー(草刈り機
の刃)の研磨機

無料で研磨無償貸出し

★

★

★

★
●

●…本　所
★…支　所
☆…出張所

★

★

☆

☆

☆

☆☆

☆

西条支所

今治支所

松山支所

伊予支所

西予支所

宇和島支所

平成27年度
農作物共済
損害防止事業実施

かいよう病
キウイフルーツ
全園地調査実施

松山 農家支援へ
無料サービス!!

西条

伊予 新人職員紹介宇和島

今治

NOSAI旗争奪
ジュニアソフトボール
大会を開催します!

NOSAIえひめ伊予喜多杯
レクレーション
バレーボール大会
参加チーム募集 !

西予

支 所

便 り

安心のネットワーク

7
安心のネットワーク

　
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
は
、
国
の

農
業
災
害
対
策
の
重
要
な
柱
で
あ
る

農
業
災
害
補
償
制
度
の
実
施
主
体
と

し
て
公
共
的
な
性
格
を
有
し
て
お
り
、

そ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
の
社
会
的

責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
法
令
等
の
遵
守
に
つ

い
て
は
、
一
般
の
民
間
組
織
以
上
に

徹
底
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

社
会
的
な
信
頼
を
決
し
て
損
ね
る
こ

と
の
な
い
よ
う
健
全
な
組
織
運
営
に

資
す
る
不
断
の
努
力
を
重
ね
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
、
当
農

業
共
済
組
合
に
お
い
て
は
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
等
遵
守
）
を
徹

底
し
た
事
業
運
営
の
確
保
を
目
指
し
、

　愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
で
は
、

適
切
な
事
業
運
営
を
行
う
た
め
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
基
本
方
針
、

勧
誘
方
針
、
個
人
情
報
保
護
方
針

を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。

次
の
事
項
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
す
べ
て
の
役
職
員
は
、
法
令
遵
守

は
も
と
よ
り
、
社
会
の
構
成
員
と

し
て
求
め
ら
れ
る
価
値
観
、
倫
理

観
に
基
づ
く
誠
実
な
行
動
に
努
め

ま
す
。

②
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
整
備

に
向
け
て
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
実
践
計

画
を
明
確
化
し
ま
す
。

③
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
統
括
部
署
を

設
置
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体

制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

④
各
部
署
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
責

任
者
を
置
き
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

⑤
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
役

職
員
研
修
を
実
施
し
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

す
。

⑥
す
べ
て
の
役
職
員
は
、
本
会
が
担

う
社
会
的
責
任
と
公
共
的
使
命
の

重
さ
を
常
に
認
識
し
、
健
全
か
つ

適
切
な
事
業
運
営
に
努
め
る
こ
と

に
よ
り
、
農
業
経
営
の
安
定
と
農

業
生
産
力
の
発
展
に
資
す
る
よ
う

心
掛
け
ま
す
。

　
当
農
業
共
済
組
合
は
、
農
業
災
害

補
償
法
に
基
づ
き
農
業
者
が
不
慮
の

事
故
に
因
っ
て
受
け
る
こ
と
の
あ
る

損
失
を
補
填
し
て
農
業
経
営
の
安
定

を
図
り
、
農
業
生
産
力
の
発
展
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
各
種
の
共

済
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、「
金
融
商
品
の
販
売
等
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
い
て
、
次
の
勧
誘

方
針
を
定
め
、
適
切
な
事
業
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
農
業
災
害
補
償
法
、
金
融
商
品
の

販
売
等
に
関
す
る
法
律
及
び
そ
の

他
法
令
等
を
遵
守
し
、
適
正
な
事

業
推
進
を
行
い
ま
す
。

②
組
合
員
・
加
入
者
の
皆
さ
ま
の
知

識
、
経
験
、
財
産
の
状
況
及
び
意

向
を
考
慮
の
う
え
、
適
切
な
勧
誘

と
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

③
組
合
員
・
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
共

済
事
業
の
仕
組
み
や
リ
ス
ク
の
内

容
な
ど
重
要
な
事
項
を
十
分
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
ま
す
。

④
組
合
員
・
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
対

す
る
加
入
推
進
の
た
め
の
方
法
及

び
時
間
帯
に
つ
い
て
、
迷
惑
と
な

る
行
為
は
行
い
ま
せ
ん
。

⑤
万
が
一
共
済
事
故
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
迅
速
か
つ
的
確
な
損
害

評
価
及
び
共
済
金
の
支
払
を
行
い

ま
す
。

⑥
組
合
員
・
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
対

し
、
よ
り
適
切
な
加
入
推
進
が
行

え
る
よ
う
、
役
職
員
等
の
研
修
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合（
以
下「
こ

の
組
合
」
と
い
う
。）
は
、
組
合
員
の

個
人
情
報
を
正
し
く
取
り
扱
う
た
め
、

以
下
の
方
針
を
定
め
る
。

①
こ
の
組
合
は
、
個
人
情
報
を
適
正

に
取
り
扱
う
た
め
に
、
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
法
」
と
い
う
。）
そ
の
他
、
個
人

情
報
保
護
に
関
す
る
関
係
諸
法
令

及
び
農
林
水
産
大
臣
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
定
め
ら
れ
た
義
務
を
誠
実

に
遵
守
す
る
。

　
個
人
情
報
と
は
、
法
第
２
条
第
１

項
に
規
定
す
る
生
存
す
る
個
人
に

関
す
る
情
報
で
、
特
定
の
個
人
を

識
別
で
き
る
も
の
を
い
い
、
以
下

も
同
様
と
す
る
。

②
こ
の
組
合
は
、
利
用
目
的
を
で
き

る
限
り
特
定
し
た
う
え
、
あ
ら
か

じ
め
本
人
の
同
意
を
得
た
場
合
及

び
法
令
に
よ
り
例
外
と
し
て
扱
わ

れ
る
べ
き
場
合
を
除
き
、
そ
の
利

用
目
的
の
範
囲
内
で
の
み
個
人
情

報
を
取
り
扱
う
。

　
本
人
と
は
、
個
人
情
報
に
よ
っ
て

識
別
さ
れ
る
特
定
の
個
人
を
い
い
、

以
下
同
様
と
す
る
。

③
こ
の
組
合
は
、
個
人
情
報
を
取
得

す
る
際
、
適
正
な
手
段
で
取
得
す

る
も
の
と
し
、
利
用
目
的
を
、
法

令
に
よ
り
例
外
と
し
て
扱
わ
れ
る

べ
き
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め

公
表
す
る
か
、
取
得
後
速
や
か
に

本
人
に
通
知
又
は
公
表
す
る
。
　

た
だ
し
、
本
人
か
ら
書
面
で
直
接

取
得
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
明
示
す
る
。

④
こ
の
組
合
は
、
取
り
扱
う
個
人
デ

ー
タ
を
利
用
目
的
の
範
囲
内
で
正

確
・
最
新
の
内
容
に
保
つ
よ
う
努

め
、
ま
た
安
全
管
理
の
た
め
に
必

要
・
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
役
職

員
及
び
委
託
先
を
適
正
に
監
督
す

る
。

　
個
人
デ
ー
タ
と
は
、
法
第
２
条
第

４
項
が
規
定
す
る
個
人
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
等（
法
第
２
条
第
２
項
）

を
構
成
す
る
個
人
情
報
を
い
い
、

以
下
同
様
と
す
る
。

⑤
こ
の
組
合
は
、
法
令
に
よ
り
例
外

と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
場
合
を
除

き
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
の
同
意
を

得
る
こ
と
な
く
、
個
人
デ
ー
タ
を

第
三
者
に
提
供
し
な
い
。

⑥
こ
の
組
合
は
、
保
有
個
人
デ
ー
タ

に
つ
き
、
法
令
に
基
づ
き
本
人
か

ら
の
開
示
、
訂
正
等
の
求
め
に
応

じ
る
。

　
保
有
個
人
デ
ー
タ
と
は
、
法
第
２

条
第
５
項
に
規
定
す
る
デ
ー
タ
を

い
う
。

⑦
こ
の
組
合
は
、
取
り
扱
う
個
人
情

報
に
つ
き
、
本
人
か
ら
の
苦
情
に

対
し
迅
速
か
つ
適
切
に
取
り
組
み
、

そ
の
た
め
の
内
部
体
制
の
整
備
に

努
め
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
基
本
方
針

勧
誘
方
針

個
人
情
報
保
護
方
針

運
営

基
本
方
針
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収
穫
時
期
で
あ
る
8
月
か
ら
10
月

に
か
け
、
各
地
域
、
損
害
評
価
（
全

筆
調
査
）
を
行
い
ま
す
。

　
風
水
害
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
等
や

そ
の
他
の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が

発
生
し
た
場
合
は
必
ず
収
穫
す
る
前

に
、
地
区
の
共
済
部
長
、
評
価
員
ま

た
は
最
寄
り
の
支
所
ま
で
被
害
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
被
害
申
告
に
つ
い
て
〉

●
被
害
の
申
告
は
、
1
筆
ご
と
に
3

割
（
農
家
の
選
択
に
よ
り
4
割
、

又
は
5
割
）
以
上
の
被
害
が
見
込

ま
れ
る
圃
場
に
つ
い
て
、
地
区
の

共
済
部
長
、
評
価
員
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

〈
損
害
評
価
野
帳
の
提
出
〉

●
共
済
細
目
書
に
記
載
し
て
い
る
１

筆
に
つ
き
１
枚
の
被
害
申
告
野
帳

の
農
家
記
入
欄
に
記
入
の
う
え
、

後
日
共
済
部
長
、
評
価
員
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
様
式
や
配
布
・

申
告
方
法
が
各
支
所
に
よ
っ
て
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地
区

の
評
価
員
、
支
所
の
担
当
職
員
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

〈
立
札
の
表
示
〉

●
立
札
は
被
害
申
告
圃
場
の
わ
か
り

や
す
い
場
所
に
立
て
、
刈
り
取
り

が
終
了
す
る
ま
で
立
て
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

●
風
雨
で
飛
散
し
た
り
、
字
が
読
め

な
く
な
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
で
包
む
な
ど
し
て
、
遠

く
か
ら
見
え
る
よ
う
に
稲
穂
よ
り

高
く
、
竹
な
ど
を
利
用
し
て
立
て

て
く
だ
さ
い
。

〈
注
意
事
項
〉

●
必
ず
刈
り
取
る
前
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
収
穫
後
は
評
価
が
出
来

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
被
害
申
告
耕
地
の
中
か
ら
、
事
前

連
絡
な
く
実
測
（
坪
刈
り
）
を
実

施
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

●
評
価
後
に
イ
ノ
シ
シ
等
の
被
害
が

拡
大
し
た
場
合
は
、
再
評
価
し
ま

す
の
で
、
刈
り
取
り
前
に
支
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
と
な
る
被
害
〉

●
風
水
害
・
火
災
・
干
害
・
冷
害
・
病
虫

害
・
鳥
獣
害
・
そ
の
他
の
自
然
災

害
な
ど
で
す
。（
薬
害
等
の
人
為
的

な
被
害
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

〈
評
価
の
流
れ
〉

●
評
価
員
に
よ
る
全
筆
調
査

　（
10
㌃
当
た
り
の
収
穫
量
を
調
査

し
ま
す
）

●
損
害
評
価
会
委
員
に
よ
る
抜
取
調
査 

　（
公
平
を
期
す
た
め
、
全
筆
調
査
し

た
筆
よ
り
任
意
に
抽
出
し
、
抜
取

調
査
を
行
い
ま
す
）

水
稲
の
損
害
評
価
が

始
ま
り
ま
す
!

N O S A I
In fomat ion

事業のお知らせ

農
業
川
柳

こ

こ

外
国
の
　

飼
料
を
食
べ
て
も
　

国
産
牛 

河
野
　直
人

田
植
え
す
る
　

父
に
手
渡
す
　

苗
と
お
茶 

高
須
賀
　誠

イ
ノ
シ
シ
と
　

旦
那
を
見
張
る
　

嫁
か
か
し 

　
　
Ｋ
・
Ｔ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
　

今
後
ど
う
な
る
　

日
本
農
業 

　
　
Ｓ
・
M

休
日
に
　

田
畑
に
出
か
け
　

バ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

白
石
和
賀
子

ひ
よ
鳥
に
　

果
実
つ
つ
か
れ
　

ゆ
が
む
顔 

　
　
Ｋ
・
Ｗ

嫁
さ
が
し
　

畑
が
似
合
う
娘
　

明
る
い
娘 

　
　
Ｔ
・
Ｋ

農
作
業
　

孫
の
顔
見
て
　

疲
れ
飛
ぶ 

　
　
Ｋ
・
Ｊ

紫
外
線
　

対
策
し
た
妻
　

ゆ
る
き
ゃ
ら
だ 

　
　
Ｓ
・
Ｔ

ト
ラ
ク
タ
ー
　

喜
ぶ
息
子
と
　

小
鳥
達 

渡
部
　憲
一

日
曜
日
　

作
業
手
伝
う
　

小
さ
い
手 

岩
田
　一
徳

　皆
様
の
日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
て
い
る
こ
と
や
出
来
事
、
生
産
物
へ
の

熱
い
思
い
、
自
慢
の
農
機
具
な
ど
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
た
作
品
か
ら
心
温
ま

る
一
句
ま
で
、
五
・
七
・
五
で
語
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?

　お名
前
・
住
所
・

電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
は
が
き
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
で
投
稿
し
て
く

だ
さ
い
。
優
秀
作
品
に
は
記
念
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
ひ
め
の
わ
農
業
川
柳
」
係
ま
で

●
宛
先

　

〒
7
9
0
│

0
0
0
2

　松山
市
二
番
町
4
│

4
│

2

愛
媛
県
農
業
共
済
組
合

【
F
A
X
】0
8
9
│

9
4
1
│

8
1
7
8

【
メ
ー
ル
】kouhou@

e-nosai.or.jp

　
農
作
物
、
家
畜
、
果
樹
、
畑
作
物
、

園
芸
施
設
、
建
物
、
農
機
具
共
済
掛

金
等
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
口
座
振

替
に
て
、
納
入
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

　
預
金
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
を

ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
近
く
の

支
所
・
出
張
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

被害申告の立札（見えやすい所に
稲穂より高く設置する）

掛
金
納
入
は

便
利
な
口
座
振
替
で
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今
治
市
野
間
の
新
開
俊
之
さ

ん
（
31
）
は
27
歳
で
就
農
し
、

父
忠
さ
ん
と
と
も
に
肥
育
牛
２

０
０
頭
、
繁
殖
牛
38
頭
を
飼
育

し
て
い
る
。

　
全
国
的
な
子
牛
不
足
に
よ
る

素
牛
価
格
の
上
昇
を
受
け
、
一

昨
年
か
ら
「
肥
育
」
に
加
え
、

自
分
で
種
付
け
し
て
子
牛
か
ら

育
て
る
「
繁
殖
」
に
も
取
り
組

み
始
め
た
。

　
「
母
牛
が
妊
娠
で
き
る
発
情

期
は
わ
ず
か
の
期
間
。
細
や
か

な
観
察
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、

見
極
め
る
の
が
な
か
な
か
難
し

い
で
す
」
と
試
行
錯
誤
を
続
け

る
毎
日
だ
。

　
種
付
け
を
し
て
も
妊
娠
し
な

い
と
精
液
も
無
駄
に
な
る
な
ど

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
大
き
い
が
、

学
生
時
代
に
熱
中
し
た
陸
上
競

技
で
培
っ
た
体
力
と
精
神
力
で

乗
り
切
っ
て
い
る
。

　
ミ
カ
ン
の
搾
り
か
す
を
エ
サ

に
す
る
県
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
牛

を
東
予
地
方
で
唯
一
導
入
し
た

り
、
牧
草
の
自
家
栽
培
を
始
め

た
り
と
攻
め
の
経
営
を
貫
く
。

　
こ
の
４
月
に
は
待
望
の
第
一

子
と
な
る
長
女
の
み
そ
ら
ち
ゃ

ん
が
誕
生
し
、
家
庭
が
に
ぎ
や

か
に
な
る
と
と
も
に
、
仕
事
の

新
た
な
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
肉
質
が
良
く
、
重
さ
も
あ

る
大
き
い
牛
を
育
て
て
い
き
た

い
。
将
来
的
に
は
、
肥
育
２
５

０
頭
、
繁
殖
牛
50
頭
ま
で
規
模

を
拡
大
し
た
い
で
す
」
と
ニ
ッ

コ
リ
。

家
族
が
増
え
て

ガ
ン
バ
ル
ぞ
！

田
中
基
季
さ
ん（
就
農
７
年
目
）

２０１５年（平成27年）

農家
だより

みそらちゃんの成長を楽しみに
仕事にも熱が入る俊之さん

と
に
か
く
お
い
し
い

米
を
作
り
た
い
！

遊
休
地
で
ソ
バ
栽
培

田
植
え
作
業
を
真
剣
に
行
う

基
季
さ
ん

　
西
予
市
宇
和
町
伊
賀
上
地
区

は
宇
和
町
の
米
ど
こ
ろ
。
そ
こ

に
住
む
田
中
基
季
さ
ん
（
31
）

は
、
水
稲
６
・
４
㌶
、
麦
・
大

豆
１
・
５
㌶
、
そ
の
他
野
菜
を

父
親
と
共
に
栽
培
す
る
就
農
７

年
目
の
若
手
農
業
後
継
者
。

　
「
地
元
に
若
い
後
継
者
が
い

な
い
た
め
、
必
然
的
に
将
来
は

耕
作
面
積
が
増
え
る
だ
ろ
う
。

農
業
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る
が
、

今
行
動
に
移
す
の
は
難
し
い
」

と
田
中
さ
ん
。
と
に
か
く
お
い

新
品
種
に
挑
戦

繁
殖
へ
の
取
り
組
み
で

や
り
が
い
が
増
す

　
　

将
来
は
規
模
拡
大
を

野
菜
作
り
に
も
意
欲

し
い
米
を
作
る
こ
と
を
目
標
に
、

土
作
り
な
ど
、
目
の
前
の
課
題

を
こ
な
し
、
新
品
種
な
ど
に
も

挑
戦
も
し
て
い
き
た
い
と
話
す
。

　
就
農
を
し
て
か
ら
始
め
た
、

野
菜
作
り
に
つ
い
て
は
、
「
キ

ュ
ウ
リ
は
、
苗
の
品
種
に
よ
っ

て
も
生
育
が
違
う
し
、
病
気
も

つ
き
や
す
い
が
、
収
量
を
増
や

し
、
品
質
の
良
い
も
の
を
作
る

た
め
に
、
Ｊ
Ａ
指
導
員
に
教
わ

り
、
毎
年
栽
培
方
法
を
変
え
、

生
育
の
変
化
を
楽
し
ん
で
い
る
。

ど
の
品
目
も
日
々
勉
強
、
日
々

努
力
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。

　
楽
し
み
は
と
聞
く
と
、
２
歳

に
な
る
長
男
と
、
昨
年
12
月
に

生
ま
れ
た
次
男
と
一
緒
に
過
ご

す
の
が
一
番
！
と
う
れ
し
そ
う

に
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
。

今治支所発

西予支所発

新
開
俊
之
さ
ん（
就
農
５
年
目
）

写真左から大西幸蔵さん・伶治くん・
琥太郎くん・隆子さん

●表紙モデル●
　孫の琥太郎くん（5）は、ジイちゃん
が大好き。コンバインをスイスイ乗りこ
なすジイちゃんはカッコイイ！と元気に
答えた。収穫するジイちゃんのそばで
遊ぶ琥太郎くんの笑顔が光る。

　専業農家になって8年目の大西幸蔵
さん（60）。妻・隆子さん（59）とともに、麦
450㌃、米600㌃に野菜を手がけている。
息子夫婦に5人のお孫さんと暮らす、
笑いの絶えない三世代家族。
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収
穫
時
期
で
あ
る
8
月
か
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10
月

に
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け
、
各
地
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、
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全
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風
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鳥
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そ
の
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に
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た
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合
は
必
ず
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前

に
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の
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評
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員
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で
被
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を
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す
。

〈
被
害
申
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に
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て
〉

●
被
害
の
申
告
は
、
1
筆
ご
と
に
3

割
（
農
家
の
選
択
に
よ
り
4
割
、

又
は
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割
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の
被
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て
、
地
区
の

共
済
部
長
、
評
価
員
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

〈
損
害
評
価
野
帳
の
提
出
〉
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に
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に
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の
被
害
申
告
野
帳

の
農
家
記
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に
記
入
の
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え
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後
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共
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に
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し
て
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だ
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式
や
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・
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方
法
が
各
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に
よ
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異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地
区

の
評
価
員
、
支
所
の
担
当
職
員
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

〈
立
札
の
表
示
〉

●
立
札
は
被
害
申
告
圃
場
の
わ
か
り

や
す
い
場
所
に
立
て
、
刈
り
取
り

が
終
了
す
る
ま
で
立
て
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

●
風
雨
で
飛
散
し
た
り
、
字
が
読
め

な
く
な
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
で
包
む
な
ど
し
て
、
遠

く
か
ら
見
え
る
よ
う
に
稲
穂
よ
り

高
く
、
竹
な
ど
を
利
用
し
て
立
て

て
く
だ
さ
い
。

〈
注
意
事
項
〉

●
必
ず
刈
り
取
る
前
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
収
穫
後
は
評
価
が
出
来

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
被
害
申
告
耕
地
の
中
か
ら
、
事
前

連
絡
な
く
実
測
（
坪
刈
り
）
を
実

施
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

●
評
価
後
に
イ
ノ
シ
シ
等
の
被
害
が

拡
大
し
た
場
合
は
、
再
評
価
し
ま

す
の
で
、
刈
り
取
り
前
に
支
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
と
な
る
被
害
〉

●
風
水
害
・
火
災
・
干
害
・
冷
害
・
病
虫

害
・
鳥
獣
害
・
そ
の
他
の
自
然
災

害
な
ど
で
す
。（
薬
害
等
の
人
為
的

な
被
害
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

〈
評
価
の
流
れ
〉

●
評
価
員
に
よ
る
全
筆
調
査

　（
10
㌃
当
た
り
の
収
穫
量
を
調
査

し
ま
す
）

●
損
害
評
価
会
委
員
に
よ
る
抜
取
調
査 

　（
公
平
を
期
す
た
め
、
全
筆
調
査
し

た
筆
よ
り
任
意
に
抽
出
し
、
抜
取

調
査
を
行
い
ま
す
）

水
稲
の
損
害
評
価
が

始
ま
り
ま
す
!
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事業のお知らせ

農
業
川
柳

こ

こ

外
国
の
　

飼
料
を
食
べ
て
も
　

国
産
牛 

河
野
　直
人

田
植
え
す
る
　

父
に
手
渡
す
　

苗
と
お
茶 

高
須
賀
　誠

イ
ノ
シ
シ
と
　

旦
那
を
見
張
る
　

嫁
か
か
し 

　
　
Ｋ
・
Ｔ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
　

今
後
ど
う
な
る
　

日
本
農
業 

　
　
Ｓ
・
M

休
日
に
　

田
畑
に
出
か
け
　

バ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

白
石
和
賀
子

ひ
よ
鳥
に
　

果
実
つ
つ
か
れ
　

ゆ
が
む
顔 

　
　
Ｋ
・
Ｗ

嫁
さ
が
し
　

畑
が
似
合
う
娘
　

明
る
い
娘 

　
　
Ｔ
・
Ｋ

農
作
業
　

孫
の
顔
見
て
　

疲
れ
飛
ぶ 

　
　
Ｋ
・
Ｊ

紫
外
線
　

対
策
し
た
妻
　

ゆ
る
き
ゃ
ら
だ 

　
　
Ｓ
・
Ｔ

ト
ラ
ク
タ
ー
　

喜
ぶ
息
子
と
　

小
鳥
達 

渡
部
　憲
一

日
曜
日
　

作
業
手
伝
う
　

小
さ
い
手 

岩
田
　一
徳

　皆
様
の
日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
て
い
る
こ
と
や
出
来
事
、
生
産
物
へ
の

熱
い
思
い
、
自
慢
の
農
機
具
な
ど
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
た
作
品
か
ら
心
温
ま

る
一
句
ま
で
、
五
・
七
・
五
で
語
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?

　お名
前
・
住
所
・

電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
は
が
き
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
で
投
稿
し
て
く

だ
さ
い
。
優
秀
作
品
に
は
記
念
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
ひ
め
の
わ
農
業
川
柳
」
係
ま
で

●
宛
先

　

〒
7
9
0
│

0
0
0
2

　松山
市
二
番
町
4
│

4
│

2

愛
媛
県
農
業
共
済
組
合

【
F
A
X
】0
8
9
│

9
4
1
│

8
1
7
8

【
メ
ー
ル
】kouhou@

e-nosai.or.jp

　
農
作
物
、
家
畜
、
果
樹
、
畑
作
物
、

園
芸
施
設
、
建
物
、
農
機
具
共
済
掛

金
等
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
口
座
振

替
に
て
、
納
入
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

　
預
金
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
を

ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
近
く
の

支
所
・
出
張
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

被害申告の立札（見えやすい所に
稲穂より高く設置する）

掛
金
納
入
は

便
利
な
口
座
振
替
で
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今
治
市
野
間
の
新
開
俊
之
さ

ん
（
31
）
は
27
歳
で
就
農
し
、

父
忠
さ
ん
と
と
も
に
肥
育
牛
２

０
０
頭
、
繁
殖
牛
38
頭
を
飼
育

し
て
い
る
。

　
全
国
的
な
子
牛
不
足
に
よ
る

素
牛
価
格
の
上
昇
を
受
け
、
一

昨
年
か
ら
「
肥
育
」
に
加
え
、

自
分
で
種
付
け
し
て
子
牛
か
ら

育
て
る
「
繁
殖
」
に
も
取
り
組

み
始
め
た
。

　
「
母
牛
が
妊
娠
で
き
る
発
情

期
は
わ
ず
か
の
期
間
。
細
や
か

な
観
察
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、

見
極
め
る
の
が
な
か
な
か
難
し

い
で
す
」
と
試
行
錯
誤
を
続
け

る
毎
日
だ
。

　
種
付
け
を
し
て
も
妊
娠
し
な

い
と
精
液
も
無
駄
に
な
る
な
ど

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
大
き
い
が
、

学
生
時
代
に
熱
中
し
た
陸
上
競

技
で
培
っ
た
体
力
と
精
神
力
で

乗
り
切
っ
て
い
る
。

　
ミ
カ
ン
の
搾
り
か
す
を
エ
サ

に
す
る
県
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
牛

を
東
予
地
方
で
唯
一
導
入
し
た

り
、
牧
草
の
自
家
栽
培
を
始
め

た
り
と
攻
め
の
経
営
を
貫
く
。

　
こ
の
４
月
に
は
待
望
の
第
一

子
と
な
る
長
女
の
み
そ
ら
ち
ゃ

ん
が
誕
生
し
、
家
庭
が
に
ぎ
や

か
に
な
る
と
と
も
に
、
仕
事
の

新
た
な
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
肉
質
が
良
く
、
重
さ
も
あ

る
大
き
い
牛
を
育
て
て
い
き
た

い
。
将
来
的
に
は
、
肥
育
２
５

０
頭
、
繁
殖
牛
50
頭
ま
で
規
模

を
拡
大
し
た
い
で
す
」
と
ニ
ッ

コ
リ
。

家
族
が
増
え
て

ガ
ン
バ
ル
ぞ
！

田
中
基
季
さ
ん（
就
農
７
年
目
）

２０１５年（平成27年）

農家
だより

みそらちゃんの成長を楽しみに
仕事にも熱が入る俊之さん

と
に
か
く
お
い
し
い

米
を
作
り
た
い
！

遊
休
地
で
ソ
バ
栽
培

田
植
え
作
業
を
真
剣
に
行
う

基
季
さ
ん

　
西
予
市
宇
和
町
伊
賀
上
地
区

は
宇
和
町
の
米
ど
こ
ろ
。
そ
こ

に
住
む
田
中
基
季
さ
ん
（
31
）

は
、
水
稲
６
・
４
㌶
、
麦
・
大

豆
１
・
５
㌶
、
そ
の
他
野
菜
を

父
親
と
共
に
栽
培
す
る
就
農
７

年
目
の
若
手
農
業
後
継
者
。

　
「
地
元
に
若
い
後
継
者
が
い

な
い
た
め
、
必
然
的
に
将
来
は

耕
作
面
積
が
増
え
る
だ
ろ
う
。

農
業
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る
が
、

今
行
動
に
移
す
の
は
難
し
い
」

と
田
中
さ
ん
。
と
に
か
く
お
い

新
品
種
に
挑
戦

繁
殖
へ
の
取
り
組
み
で

や
り
が
い
が
増
す

　
　

将
来
は
規
模
拡
大
を

野
菜
作
り
に
も
意
欲

し
い
米
を
作
る
こ
と
を
目
標
に
、

土
作
り
な
ど
、
目
の
前
の
課
題

を
こ
な
し
、
新
品
種
な
ど
に
も

挑
戦
も
し
て
い
き
た
い
と
話
す
。

　
就
農
を
し
て
か
ら
始
め
た
、

野
菜
作
り
に
つ
い
て
は
、
「
キ

ュ
ウ
リ
は
、
苗
の
品
種
に
よ
っ

て
も
生
育
が
違
う
し
、
病
気
も

つ
き
や
す
い
が
、
収
量
を
増
や

し
、
品
質
の
良
い
も
の
を
作
る

た
め
に
、
Ｊ
Ａ
指
導
員
に
教
わ

り
、
毎
年
栽
培
方
法
を
変
え
、

生
育
の
変
化
を
楽
し
ん
で
い
る
。

ど
の
品
目
も
日
々
勉
強
、
日
々

努
力
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。

　
楽
し
み
は
と
聞
く
と
、
２
歳

に
な
る
長
男
と
、
昨
年
12
月
に

生
ま
れ
た
次
男
と
一
緒
に
過
ご

す
の
が
一
番
！
と
う
れ
し
そ
う

に
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
。

今治支所発

西予支所発

新
開
俊
之
さ
ん（
就
農
５
年
目
）

写真左から大西幸蔵さん・伶治くん・
琥太郎くん・隆子さん

●表紙モデル●
　孫の琥太郎くん（5）は、ジイちゃん
が大好き。コンバインをスイスイ乗りこ
なすジイちゃんはカッコイイ！と元気に
答えた。収穫するジイちゃんのそばで
遊ぶ琥太郎くんの笑顔が光る。

　専業農家になって8年目の大西幸蔵
さん（60）。妻・隆子さん（59）とともに、麦
450㌃、米600㌃に野菜を手がけている。
息子夫婦に5人のお孫さんと暮らす、
笑いの絶えない三世代家族。



安心のネットワーク

　愛媛県農業共済組合第1回総代会も終了し、新体制
でのスタ－トをしました。今年度から、「信頼のきずな」未来
につなげる運動が始まります。『安心ネットを広げ　つなげよ
う農家・地域の未来』を目標とし、さらなるフィ－ルド活動に
努めるとともに農家・組合員さんとの対話を通した信頼確
保と運動目標の達成に取り組んでいきます。
　創刊号は、総代会特集をはじめ、水稲共済損害評価
特集を掲載しました。今後とも農家の皆さまのご意見やご
要望をお聞きして、今後の事業運営に役立てるよう、対
話のできる紙面編集を心掛けたいと思いますので、ご支
援をお願いいたします。　　　　　　　（企画情報課）

／編／集／後／記／
第
2
号
は
2
0
1
5
年

　
　9
月
に
発
刊
予
定
で
す
。

　1連合会と6組合が一つに
なり、生まれた愛媛県農業共
済組合。新しい組合がしっかり
と結びつき、愛媛県全体に「信
頼の輪」を広げていきますように
と願いを込めて、広報紙名を
「ひめのわ」と名付けました。
───────────────────────
　組合員の皆様や関係機関にNOSAIえひめの取り組
みや事業内容の周知を図るだけでなく、人と人とのつながり、
地域とのつながりを大切にするNOSAIへの理解を深めて
いただけるよう、広報紙「ひめのわ」作りに努めてまいります。

【材料】　ミニマドレーヌ約20個分

【作り方】　調理時間：約50分

小麦粉（薄力粉）...100ｇ
砂糖....................... 140ｇ
卵........................... 4個

べ－キングパウダ－......小さじ2杯
マーガリン（無塩）.........70ｇ
いよかんマ－マレ－ド...大さじ1～2杯

❶マドレーヌ型・容器に紙を敷いておく。
❷マーガリンを電子レンジで温めて溶かす。（混ざりやすくする為）
❸卵を割り白身と黄身とに分ける。
❹❸で分けた卵の黄身に砂糖を入れ、白っぽくなるまでよく混ぜる。
❺小麦粉にべ－キングパウダーを入れ、ふるいにかけ❹の中に入れる。
❻卵の白身を十分に泡立てる（泡立器で角が出るくらいまで）
❼❺の中に泡立てた卵の白身を入れ、切るようにざっくりと混ぜる。
❽❼の中に溶けたマーガリンを入れよく混ぜる。
❾マーマレ－ドを入れる。
予熱オ－ブン160℃・25分にセットし、型の中に混ぜ合わせた材
　料を流し入れ、予熱ができたオ－ブンに入れて焼く。

【材料】

イヨカン...........6㎏
ゆで皮.............2.5㎏
果汁................5ℓ
ペクチン..........60g
クエン酸..........10g
砂糖................5㎏

【作り方】　調理時間：約5時間

❶イヨカンの皮をむき0.8㎜くらいの厚さに切り、切った皮を2回程ゆがく。
❷ペクチンに砂糖を混ぜ果汁で溶かす。（果汁500cc程で溶けます）
❸釜に果皮・果汁・ペクチン液を加え、混ぜながら煮詰める。
❹浮いてくるアクを取りながら、沸騰してから約1時間半程煮る。
❺煮詰まったらクエン酸を入れ、ひと煮立ちさせる。

ＪＡ松山市 ごご島泊加工クラブ
ごご島センタ－

小池　美毬 さん

※3月末に出荷出来ないイヨカンを利用し作っている。季節数量限定で4月～販売している。

❸ ❻
卵の白身の泡立てが十分
でなければ、ふくらみが少なく
柔らかさにかけるので注意!

オ－ブンの予熱ができてい
なければ、焼きにムラができ
るため注意してください。

い
よ
か
ん
マ
ー
マレ
ー
ド（
ご
ご
島
の
味
）を
使
っ
た
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い
よ
か
ん
マ
ー
マレ
ー
ド


